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1. はじめに 
大規模情報システムの開発では，関連する情報システ

ムの要求仕様書の理解も必要である．初級技術者にとり，

効率的に関連する情報システムの理解を進めることは容

易ではない．文書の理解の促進のために，自然言語処理

に基づく要約技術を活用することは有効であると考えら

れる[1]．文書の要約技術は抽出型の要約と抽象型の要約

に分けることができる．例えば，抽出型の要約手法では，

TextRank[2]等，文書中から重要と考えられる代表文を選

択する方法がある．また，文章のトピックを導出し，そ

のトピックに沿った文を選択するという要約手法もある．

選択方法としては，重要なトピックに近い文の選択，各

トピックの代表文を選ぶ方法が考えられる[3]．中でも，

Latent Dirichlet Allocation（以下，LDA と略す）はトピッ

ク分布にディリクレ事前分布を仮定しベイズ推定する手

法として注目されているが，要求仕様書からのトピック

抽出への適用実績は明らかになっていない．そこで，本

研究では，トピック分類技術である LDA を用いることで，

非機能要求の要約と仕様理解支援手法を提案する． 

以下，本稿は次のように構成する．2 章では研究課題

と解決へのアプローチを示し，3 章では LDA を用いた非

機能要求の要約方法を提案する．4 章では実際に行った

ケーススタディを示し，5 章で考察を述べ，6 章で本稿を

まとめる． 

2. 研究課題と解決へのアプローチ 
要求仕様書には，機能要求と非機能要求が含まれる[4]．

非機能要求は，可用性，運用・保守性，拡張性，移植性

等のタイプに分類される．このようなタイプをトピック

として特定できれば，要求仕様書に定義された非機能要

求の要約情報を把握可能と期待できる．そこで，本研究

では，要求仕様書のうち非機能要求に着目し，トピック

抽出することで要約情報を生成し，技術者の理解の支援

に貢献する．  
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本研究でとりあげる LDA とは，トピックモデルの一種

である[5]．トピックモデルとは，文書が複数の潜在的な

トピックから確率的に生成されると仮定したモデルであ

る．また，文書内の各単語はあるトピックが持つ確率分

布に従って出現すると仮定する．トピックモデルでは，

トピックごとに単語の出現頻度分布を想定することで，

トピック間の類似性やその意味を解析できる． 

3. LDA を用いた非機能要求の要約方法の考え方 
LDA を用いた非機能要求の要約手法の概要を図 1 に示 

す．提案手法は以下の（1）～（3）で構成する． 

（1）LDA モデルの構築：（1a）学習対象のデータセッ

トを入力し，（1b）モデルの構築には Python ライブラリ

の gensim[6]を用いて，機能要求および非機能要求が記述

されたデータセットを学習する． 

（2）LDA によるトピック抽出：（2a）要約対象の文書

を mecab[7]を用いて形態素解析し，（2b）上記（1a）で

作成したモデルによりトピックを抽出する． 

（3）トピックから非機能要求の要約を生成：（3a）

（2）の結果である各トピックを構成する，単語，当該単

語の品詞，出現頻度，確率を参照し，設計要素別に整理

分類し，アクター，データ，振る舞いの視点で要約情報

を生成する．（3b）トピック横断で要約情報を生成する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  LDA によるトピック抽出に基づく 

要約手法の概要 

4. ケーススタディ 
提案手法を具体事例に適用し有効性を評価した． 

4.1 ケーススタディの手順 

非機能要求のデータセット要求文に対して，LDA を活
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用した非機能要求の要約情報が全体の理解にどの程度有

効かを確認する．対象とする非機能要求は，データセッ

ト要求文 PROMISE[8]を著者側で日本語要約した 625 件

である．実際に入力するデータの一部を表 1 に示す． 

評価手順は次の通りである．(1)機能要求と非機能要求

が書いてあるデータセット要求文 625 個を学習させ LDA

を用いてトピックごとに分類する．(2)トピックごとに出

現頻度の高い上位 20 個を抽出する．(3) 出力された単語

をアクター，対象，振る舞い，条件他の設計要素別に分

ける．  

表 1 入力する非機能要求データ 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 ケーススタディの結果 

LDA によるトピック抽出を行った結果を表 2 にまとめる．

また，設計要素別に分けた単語を図 2 にまとめる．設計

要素別に分類したものをみるとユーザや顧客などのアク

ター，製品やデータなどの対象，管理や使用などの振る

舞い，時間や機能などの条件他からデータセット要求文

の非機能要求の内容を，俯瞰的に理解することが可能で

ある． 

表 2 出力されたデータ(トピック 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  表 2 で出力された単語を分類した結果 

5. 考察 
LDA を使ってトピックごとに分類をするだけでは，要

求仕様書に記載されている非機能要求の内容について理

解することは有効ではないが，トピック全体を設計要素

別に分類することで．非機能要求の内容について俯瞰し

た内容を理解するのに有効である．また設計要素別に分

類することで要求仕様書内の非機能要求について俯瞰し

た事柄の概念について理解することができるため，非機

能要求について理解するのに妥当であると考えられる．

本手法は俯瞰した事柄の概念の理解を目的とし，トピッ

ク全体を設計要素別に分類すれば様々な要求仕様書内の

非機能要求文に適用可能であると考えられる． 

6. まとめ 
本稿では，トピック分類技術である LDA を用いて，非

機能要求の要約を提案した．本手法を用いることで俯瞰

した事柄についての概念の理解に一定の効果を示すこと

ができた．現状の提案手法では学習データとして非機能

要求が定義されたデータセット要求文を用いたが，デー

タセット要求文だけではなく様々な要求仕様書内の非機

能要求の俯瞰した事柄を理解するのに有効であると考え

られる． 
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